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1．はじめに
　臨床検査技師は衛生法規の職種に位置づけられ誕
生した「衛生検：査技師」を出自とする。公衆衛生領
域，医療関連領域に就業・活躍してきた。昭和46年
に生理検査や採血業務をその業に加え臨床検査技師
となった。検査技師の名称は社会的にも認知されつ
つあるが，業務独占がないことや医療職場における
アウトソーシングの対象職種とされることがあり，
雇用や先行きに不安を感じる一方で，「やりがいのあ
る仕事」に関われる職種であるのも事実である。
　平成17年の「衛生検査技師・臨床検査技師等に関
する法律の改正で第2条に規定される微生物学的，
血清学的，血液学的，病理学的，寄生虫学的，生化
学的検査及び生理学誌面：査を行うためには，進歩す
る技術と知識を更新するための努力が欠かせない。
これからの臨床検査技師に求められる認定制度や資
格について40年間の経験の中で考えてきたことを述
べてみたい。
［1．ライセンスと認定資格
　臨床検査技師養成校の募集広告などでダブルライ
センスが取得できることをうたう学校がある。通常
ダブルライセンスという場合，臨床検査技師免許の
他に臨床工学技士とかの国家免許を所有する場合を
いう。看護職にある人に保健師・助産師・看護師の
トリプルライセンスはまれなことではない。臨床検
査技師の業務を行うのに他の免許が必要かどうか一
考の余地あり。検査技師としての知識やスキル向上
のための認定技師制度や専門学会認定資格を取得す
るための努力は有効であり，大いに薦めたい。就職
後に関心ある部門の認定技師や資格をめざし取得す
るための勉強とそれを意識した業務遂行をできる技
師になって頂きたい。主な資格を列記する。学会認
定のもの：細胞検査士，超音波検査士，糖尿病療養
指導士，認定消化器内視鏡技師，認定臨床化学者，
感染制御認定微生物検査技師，神経生理認定技術師，
POCTコーディネーター，認定技師機構のもの：認
定輸血検査技師，認定微生物検査技師，認定血液検
査技師，認定技師協議会のもの：認定一般検査技師。
lll．認定資格を取得して
1）認定輸血検査技師　　：日本輸血・細胞治療学会
　輸血は今日も重要でもっとも効果的な治療手段で
ある。細胞レベルの臓器移植であり，副作用・合併
症をともないやすく，安全に行うことが必須である。
検査技師の業務の中でも，特に輸血にかかわる検査
を正確・迅速に行うことにより，輸血の安全性の向
上に寄与することのできる技師の育成を目的とし
て，日本輸血学会等の4団体が合同で平成7年より
導入しました。受験には輸血検査歴3年，他の検査
歴も含めて5年以上の検査業務経験が必要です。血
液型判定，クロスマッチだけでなく，輸血業務全般
の安全管理においても大きな役割を果たしている。
診療報酬表に臨床検査技師が輸血にひつような専門
職種として位置づけられている。
2）医療情報技師（初級）　　　＝日本医療情報学会
　医療情報技師とは，「保健：医療福祉専門職の一員
として医療の特質をふまえ，最適な情報処理技術に
もとづき，医療情報を安全かつ有効に活用・提供す
ることができる知識・技術および資質を有する者」
と定義される。日々の診療業務に関わる保健医療福
祉情報システムの企画・開発および運用管理・保守
を仕事とし，保健医療福祉の現場を知り，そこで活
躍することができる情報処理技術者をいう。情報処
第28回麻布環境科学研究会講演要旨 73
理技術のみならず，医療情報システムに関する知識
と保健医療福祉のあらゆる分野の業務と関連知識を
修得する必要があり，そのような多岐にわたる知識
や技術を修得するには，基礎知識の上に相当の実務
経験が必要とされる。医療情報技師は今のところ
「初級の医療情報技師」，「上級の医療情報技師」の
二つが認定されている。診療清報管理士と併せて取
得すれば評価されやすい。
3）健康食品管理士　：日本健康食品管理士認定協会
　健康食品がいわゆる「病気と検査」に関する希薄
な知識のもとに取り扱われているところに，健康食
品をめぐる問題の大きな原因となっている。
　健康食品管理士が，単に健康食品のことのみでは
なく，食の安全・安心，さらには食と健康の問題を
広くとらえることのできるリスクコミュニケーター
として認められつつある。しかし，現在，病気，検
査，健康食品といった系統的な教育を，・実習も含め
て行っている教育機関は皆無に近い状態である。
　一方，臨床検査技師はその教育の過程において，
病気と検査に関連する基礎医学的内容について，教
育されている時間数に多い少ないはあるが，医学部
とほぼ同じである。
　逆に言えば，臨床検査技師が健康食品に関する知
識を持つことにより，病気，検査，健康食品の系統
教育受けた人材となりえることが明らかで，健康食
品に関する問題を教育機関においてしっかり受けた
学生の養成を目的とする教育整備についての検討
が，臨床検査技師教育施設協議会を中心になされて
きた。
4）資格の取得の意義
　やはり認定資格は取得したからといって昇給やロ
ーテイションの免除が約束をされるものではないし，
それを期待するものではない。技師としてのスキル
アップの目標であって，取得までの努力過程と取得
後のたゆまない知識・技術のアップデートに意義が
ある。スペシャリストにもジェネラリストになるの
も容易ではないし，すべてができるようにはならな
い。しかし何かひとつ専門の得意分野を持てば，他
分野の本質も理解できるようになると思う。
IV．おわりに
　検査技師にとって通常必要なものは資格ではない。
日々の業務の中で科学する態度とそのための技術向
上が大事である。資格取得はそのための道標である。
若い頃に「検査技師は科学者でなければ，ただの検
査屋だ」「科学者・研究者の苦労は外国語に始まって
統計に尽きる」と教わった。教え生かせなかった今，
技術としての「英語」「統計」をぜひとも身につけて
いただきたい。論文の書き方も論理的に書けるよう
「英文論文」の書き方から学ばれることもお勧めする。
日本臨床衛生検査技師会雑誌の論文もsummaryは英
文である。
　短大を卒業し私が就職した頃は，ピペット技術や
計算尺の使い方で仕事の出来不出来が分かれる明確
な技術であった。いまや技師はPCを中心としたICT
（Information　and　Communication　Technology）の能力
が必要である。どこの職場に就いても情報とコミュ
ニケーション技術が重要な時代となっている。（了）
